
散在流星について３：散在流星の物理的特性(小関正広) 

 散在流星となる流星体の物理的特性を光度、発光点高度、消滅点高度から考察した。 

 地心速度が大きいと光度分布の傾斜（光度比）は大きくなる傾向がみられる。地心 

速度が大きいものほど平均光度は小さく（明るく）なり、平均光度が小さいほど光度 

比も小さくなるという通念に反する結果となった。しかし、直接、ビデオ観測の光度 

分布から光度比の絶対値を求めることはできなかった。地心速度による捕捉率、測光 

尺度の変化が推定され、これらの関係を明らかにすることが今後の課題である。しか 

し、現状でも、散在流星の光度分布と流星群の光度分布との比較によって、捕捉率を 

仮定しなくても、流星群間の光度比を比較することは可能である。 

 発光点と消滅点の高度からは、散在流星は地心速度が45(km/s)を境界に異なる流星 

体からなる２つの集団に分けられることが示された。また、光度別、地心速度別に分 

析することにより、発光点、消滅点が高い集団と低い集団に分けられることが示唆さ 

れた。この分離は発光点で顕著であり、流星体の物性の違いを示すものと考えられる。 

次稿で詳しく論じる予定である。 


